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１ 機能操作説明（バージョン 4.2.0 からの変更内容） 
 

１－１ １１受付 

 

(1)メモの機能強化 

複写ボタン押下でメモ内容を複写できるようにしました。また、メモ登録画面からメモ２内容をＣＬＡＩＭ送

信できるようにしました。 

 

 

１．メモ２の内容がなく、メモ内容一覧

に前日までの内容が表示されている状

態でメモ複写ボタン(Shift+F11)を押下

するとメモ内容一覧の先頭が複写でき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ内容一覧にメモ１が表示されてい

ればメモ１に、メモ２が表示されていれ

ばメモ２に複写します。 
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複写先のメモ内容が空白でない時、置換

か追加のどちかを選択する確認メッセ

ージを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．受付番号を選択してからメモ登録へ

遷移した場合は、【受付選択】と表示し

ます。 

受付番号を選択しない場合でも受付中

であれば【受付有り】と表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．システム管理でＣＬＡＩＭ接続する

と設定します。 

送信ボタン(Shift+F12)を押下すると、

当日に登録されているメモ２の内容を

すべてＣＬＡＩＭ送信します。 

会計済みでない受付があり、受付番号を

選択していない時は最初に受付をした

内容でＣＬＡＩＭ送信を行います。受付

番号が選択されていれば該当の受付内

容とします。受付されていない場合は、

受付時間が送信時間、診療科がXXで送信

します。 
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(2)ドクター表示数の増対応（全画面） 

ドクター選択がある画面についてドクター表示件数を９９件としました。 

 

 

１．環境設定で内科のみ設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付で内科を選択した時は、環境設定の

ドクターが表示されます。 
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受付で眼科を選択した時、２０件以上あ

るドクターが表示されます。 
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(3)受付一覧検索機能 

受付一覧を診療科、ドクター、診療内容毎に表示できるようにしました。また、前日、翌日の受付一覧の表示

も１ボタンでできるようにしました。 

 

 

１．受付一覧を表示し、選択一覧ボタン

(F9)を押下して選択一覧へ遷移します。 

当日の受付中の患者一覧を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療科で内科を選択して、内科の受付一

覧を表示できます。 
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さらに、ドクターを選択すると指定ドク

ター分の表示になります。 

ドクターは診療科に関係なく、すべての

ドクターを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．受付切替ボタン(F3)を押下して、受

診済一覧が表示できます。 

診療科、ドクター、診療内容は全体表示

とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．５の状態から、前日ボタン(F4)を押

下して前日の受診済一覧が表示できま

す。また、翌日ボタン(F5)を押下すると、

診療日を１日ずつ先へ送ります。 

この場合、診療科、ドクター、診療内容

は全体表示とします。 

 

その他に診療科ボタン(F8)、ドクターボ

タン(F9)、診療内容ボタン(F10)のいず

れかを押下すると、全体表示でそれぞれ

項目の内容順に表示します。また、一覧

更新ボタン(F11)を押下すると、一覧内

容を最新内容で再表示します。 
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(4)その他の改善内容１ 

受付で受付済みを一覧から選択してメモ登録へ遷移した後、戻った時に受付一覧に変更があった時、選択して

いる一覧の番号と受付内容が違うことがありました。受付済みを選択中であれば、受付一覧の更新を行わない

ようにしました。また、受付済みを選択中に他画面で同じ受付を削除したり、会計登録を行ったりして受付一

覧に表示しないようになった時は、更新を行わないようにしました。なお、受付選択をして患者登録へ遷移し

受付へ戻った時は、受付一覧の更新を行います。 
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１－２ １２登録 

 

(1)特記事項登録対応 

患者登録画面で特記事項設定を行い、レセプト及びレセプト電算データに記載（記録）を可能としました。た

だし、平成20年4月診療分のレセプトからとなります。 

 

 

患者登録画面での特記事項入力の方法

について説明します。 

 

患者登録画面で「特記事項」タブで入力

画面を切り替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  入力項目の説明 

選択番号 登録内容の訂正、または削除を行うとき、一覧の番号を入力します。 

入外区分 ０：入院・入院外 

１：入院 

２：入院外 

レセ電 レセプト電算提出用データに記録する特記事項を入力します。（数字２桁） 

紙レセプト 紙レセプトの特記事項欄に記載する特記事項を入力します。 

記載要領に定められた特記事項であれば、レセ電欄と連動表示します。 

（全角６文字まで） 

有効期間 記載（記録）対象となる有効期間の開始年月及び終了年月を入力します。 

開始年月の入力は必須となります。 

  記載要領に定められている特記事項については、「レセ電」、「紙レセプト」入力欄下のコンボボックス

で選択入力することも可能です。 

  ボタンの説明 

更新 必要項目を入力後、更新ボタンを押すと特記事項一覧に入力内容が表示されます。 

削除 特記事項一覧の中から削除対象となる番号を選択番号に入力し、「Enter」キーを

押します。 

表示内容を確認後、このボタンを押すことにより特記事項一覧から、その内容が

削除されます。 

  「更新」または「削除」後に「登録」（Ｆ１２キー）を押下します。登録件数の上限は50件ですが、レセ

プト、レセプト電算データに記載（記録）される特記事項の上限は5件となります。なお、患者登録画面

で登録した特記事項が、システム管理「2006 レセプト特記事項編集情報」で登録した特記事項の内容と

重複する場合、２重記載はしません。レセプト処理での自動記載、レセプトカスタマイズなどの特記事項

であっても同様の動作となります。 
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(2)被保険者名の表示選択 

「被保険者名」欄の自動記載内容をシステム管理で設定できるようにしました。 

 

 

１．システム管理の管理番号1017「患者

登録機能情報」の「１０：被保険者名自

動記載」で“１ 家族は姓のみ”を選択

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者登録で国保、家族の保険を入力する

と「漢字氏名」欄の姓部分のみ複写され

ます。 

本人の場合は、「漢字氏名」欄の内容が

複写されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．システム管理の設定を“０ 標準設定（国保は姓名）”を設定した時は、本人又は国保で家族の場合、「漢

字氏名」欄の内容を「被保険者名」欄に複写します。国保以外の家族の場合は「漢字氏名」欄の姓部分のみを

複写します。 
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(3)家族の年齢範囲設定 

主保険情報の本人・家族区分の自動入力において、家族とする年齢を設定できるようにしました。 

 

１．システム管理の管理番号1017「患者登録機能情報」の９：本人・家族区分の初期設定時の家族年齢に、家

族扱いとする年齢を設定します。設定がない（空欄）時は、１５才までを家族とします。 

２．いずれの場合も本人扱いとする保険については、システム管理の設定・年齢に係わらず本人を自動入力し

ます。 

 

 

９：本人・家族区分の設定を「０：初期

設定あり」、初期設定時の家族年齢を“１

８”才とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システム日付での年齢が１８才の場合

は“家族”が入力されます。 
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14 

 

システム日付での年齢が１９才の場合

は“本人”が入力されます。 
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(4)世帯主名の自動記載なし対応 

患者登録の世帯主名の自動記載の有無を選択できるようにしました。 

 

 

１．システム管理の管理番号1017「患者

登録情報機能」の世帯主自動記載区分が

「0 自動記載しない」と設定します。 

初期値は、「1 自動記載する」となりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．新規患者の氏名を入力しても世帯主

名は自動記載されません。 
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(5)その他の改善内容１ 

患者登録で患者番号が拡張構成で１桁目がフリー項目であれば、患者番号の先頭に’＊’を設定して登録がで

きていたので、エラーとするようにしました。 

患者番号の先頭を’＊’で登録した患者情報は、呼び出すことができませんので削除もできませんでした。 

 

(6)その他の改善内容２ 

患者登録で保険組合せ更新により保険組合せ期間外の診療行為、病名が発生する場合、登録前に警告メッセー

ジを表示するようにしました。ＯＫで登録を行います。登録終了後、現行と同様に保険変更のメッセージを表

示します。 
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１－３ １３照会 

 

(1)死亡患者照会 

検索条件項目に死亡区分を追加しました。 

 

 

死亡患者を検索する場合は、死亡区分に

「1 死亡」を選択します。 

検索条件に診療年月日の指定がある場

合、受診履歴を考慮して検索を行います。 
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(2)社保、国保等の保険検索機能 

レセプト提出先毎（社保・国保等）の保険検索機能を実装しました。 

 

 

保険の種類の選択項目に"社保"(区

分:SYA)、"国保"(KOK)および"広域

"(KOU)を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索対象はそれぞれ以下のとおりです。 

○社保(SYA)の場合 

    ・協会(009)、政管(001) 

    ・船員(002) 

    ・一般(003) 

    ・特別(004)   

    ・組合(006)   

    ・自官(007) 

    ・国公(031) 

    ・地公(032) 

    ・警察(033) 

    ・学校(034) 

    ・退組合(063) 

    ・退国公(072) 

    ・退地公(073) 

    ・退警察(074) 

    ・退学校(075) 

    ・公費単独(主保険なし) 

○国保(KOK)の場合 

    ・国保(060) 

    ・退国保(067) 

    ・特療費(068) 

    ・退特療費(069) 

  ○広域(KOU)の場合 

    ・後期高齢者(039) 

    ・後期特療費(040) 
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(3)入院カレンダー照会機能 

患者照会業務に入院会計の診療行為検索機能を実装しました。 

 

１．検索対象の入院診療行為の指定はレセプト記載される診療行為となります。 

  (例） 

  １８０日越え一般病棟７対１入院基本料：(選)一般病棟７対１入院基本料 

  外泊（入院基本料算定中）：外泊（入院基本料の減額） 

  外泊（特定入院料算定中）：外泊（特定入院料の減額） 

  食事（生活療養でない）：入院時食事療養費（１）、入院時食事療養費（２） 

  食事（生活療養である）：入院時生活療養（１）食事療養、入院時生活療養（２）食事療養 

  等 

  ただし、外泊日についてはシステム予約コード"099999911"（外泊）での検索も可能となります。 

２．診療年月日、診療科、保険組合せのいずれかが検索条件に入力された場合、診療行為業務の入力がない状

態でも入院履歴および入院会計の情報より検索を行います。 

３．バージョンアップ前から登録済みの入院診療行為の検索を行う場合、月次統計業務より入院診療行為照会

情報作成処理を行う必要があります。 

 

 

１．診療年月日：H20.9.1 ～ H20.9.30

診療行為：一般病棟１０対１入院基本料、

（選）一般病棟１０対１入院基本料の検

索条件を指定した例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索結果の例です。 
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２．バージョンアップ前から登録済みの

入院診療行為の検索を行う場合、月次統

計業務より入院診療行為照会情報作成

処理を行う必要があります。 

パラメタの内容は画面例の通りとなり

ます（複写ボタンより選択可能）。 

開始診療年月が未指定の場合は登録済

みの全ての入院診療行為について照会

情報の作成を行います。 
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(4)照会業務部分一致検索対応 

患者照会業務のカナ氏名、漢字氏名、住所、コメントおよび入院患者照会業務の患者氏名、住所に部分一致検

索機能の実装を行いました。 

 

１．氏名の検索（患者照会業務のカナ氏名、漢字氏名および入院患者照会業務の患者氏名）は氏名検索画面の

部分一致検索の動作に合わせました。 

（１）‘＊テ’を入力した場合、‘テ’で始まる名前の患者の検索を行う。 

（２）‘ニ＊テ’を入力した場合、‘ニ’で始まる姓で、かつ、‘テ’で始まる名前の患者の検索を行う。 

（３）‘ニ’を入力した場合、‘ニ’で始まる姓の患者の検索を行う。 

（４）‘ニチイ テ’を入力した場合、‘ニチイ’が姓で、‘テ’で始まる名前の患者の検索を行う。 

 ※‘ワタナベ’の中の‘ナベ’など姓、名前中に含まれる文字の部分一致検索は行わない。 

２．コメントについては既存の前方一致検索の機能はそのままに、”＊”の入力をワイルドカードとみなし、

検索を行います。 

（１）‘＊あ’を入力した場合、‘あ’を含むコメントの入力がある患者の検索を行う。 

（２）‘あい＊えお’を入力した場合、‘あい’から始まり、‘うえ’を含むコメントの入力がある患者の検

索を行う。 

   （例）‘あいえお’、‘あいうえお’、‘あいうえおかき’等 

３．住所もコメント同様に”＊”の入力をワイルドカードとみなし、検索を行います。 

（１）‘＊文京区’を入力した場合、‘文京区’を含む住所の入力がある患者の検索を行う。 

（２）‘東京都＊ＡＢＣアパート’を入力した場合、‘東京都’から始まり、‘ＡＢＣアパート’を含む住所

の入力がある患者の検索を行う。 

 

 

１．氏名部分一致検索 

カナ氏名に‘＊テ’を入力して検索を行

う場合の例です。 
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‘テ’から始まる名前の患者が抽出され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入院患者照会検索結果も患者照会業務

と同じ検索結果となります。 
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１－４ １４予約 

 

(1)１時間枠を１２名に変更 

予約枠毎の登録件数を標準設定で１２件としました。また、システム管理で予約枠内の登録件数を設定できる

ようにしました。 

 

 

１．システム管理の管理番号1045「予約

機能情報」が未登録の場合は、標準設定

として１２件までの登録となります。 

予約枠の件数が１３件目となる場合は

警告を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．システム管理の管理番号1045「予約

機能情報」の予約枠件数を１５件と設定

してみます。 

なお、予約枠件数には０は設定できませ

ん。警告表示をしたくない場合は９９を

設定してください。 
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予約枠の件数が１６件目となる場合は

警告を表示します。 
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(2)診療科の初期表示選択 

予約登録の診療内容、ドクターの初期表示をシステム管理で設定できるようにしました。 

 

 

１．システム管理の管理番号1012「診療

内容情報」の初期表示用区分に「1 初期

表示」を設定した診療内容コードを予約

画面に遷移した時に初期表示します。 

複数の診療内容に初期表示の設定があ

る時は、コードの小さいものとします。 

 

診療内容のリハビリテーションに初期

表示用区分「1 初期表示」を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

２．システム管理の管理番号1045「予約

機能情報」の初期表示ドクターで設定し

たドクターコードを予約画面に遷移し

た時に初期表示します。 

設定されていない場合、または、設定し

たドクターが当日有効でない場合は、ド

クターリストの１件目を表示します。 
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予約画面の初期表示が設定通りになり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．診療科の初期表示を選択しているド

クターの専門科コードとしました。 

予約画面で登録、クリア、予約削除等を

行っても診療科の表示はドクターの専

門科となります。 

 

初期表示ドクターの専門科を“04 外科” 

と設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

予約画面の診療科が外科になります。 
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(3)診療内容の初期表示選択 

予約一覧の初期表示を全体か予約画面の内容で表示するか設定できるようにしました。 

 

 

１．システム管理の管理番号1045「予約

機能情報」の予約一覧の初期表示区分が

「0 予約登録内容」と設定した場合、予

約登録画面のドクター、診療内容コード

で予約一覧、予約患者一覧の初期表示を

行います。 

※システム管理で設定がない時、「0 予

約登録内容」として処理を行います。 

 

システム管理での設定を「0 予約登録内

容」とします。 

 

 

 

 

 

予約画面の内容で予約一覧を表示しま

す。 
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２．システム管理の管理番号1045「予約

機能情報」の予約一覧、予約患者一覧の

初期表示区分を「1 全体」と設定した場

合、予約一覧の初期表示の診療内容、ド

クターを全体で行います。 

 

システム管理での設定を「1 全体」とし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

予約一覧が全体で表示されます。 
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予約患者一覧が全体で表示されます。 
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１－５ ２１診療行為 

 

(1)同日再診、訂正選択の選択機能 

診療行為で同日再診か訂正入力を選択する処理でどちらを優先させるか設定できるようにしました。 

外来分の診療行為入力で最終受診履歴が当日の場合に設定による動作を行います。 

 

 

１．システム管理の管理番号1038「診療

行為機能情報」の＜その他＞１：同日再

診、訂正選択を「１ 選択する（ＯＫ：

同日再診）」と設定した場合 

“当日に受診があります。ＯＫで同日再

診、ＮＯで訂正表示を行います。”の確

認メッセージを表示します。 

「ＯＫ」で進めると同日再診を自動発生

します。「ＮＯ」で訂正の表示を行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

２．システム管理の管理番号1038「診療

行為機能情報」の＜その他＞１：同日再

診、訂正選択を「２ 選択する（ＯＫ：

訂正）」と設定した場合 

“当日に受診があります。ＯＫで訂正、

ＮＯで同日再診表示を行います。”の確

認メッセージを表示します。 

「ＯＫ」で進めると訂正の表示を行いま

す。「ＮＯ」で同日再診を自動発生しま

す。 

 

 

 

 

 



日医標準レセプトソフト                                  Version 4.3.0 

ORCA Project                                   システムパッケージリリース情報【機能操作説明】 
Copyright(C)2008 Japan Medical Association.All rights reserved. 

31 

(2)外来迅速検体検査加算の対象検査登録及び自動算定機能 

外来迅速検体検査加算を算定できる検査に対し医療機関で検査実施日に情報提供が行える検査を設定し外来

迅速検体検査加算の自動発生に反映するようにしました。診療日が平成２０年４月１日以降からの対応となり

ます。 

 

 

１．システム管理の管理番号1007「自動

算定・チェック機能制御情報」の１５：

外来迅速検体検査加算自動発生の区分

を「２ 算定する（設定）」に設定しま

す。 

※診療日が平成２０年３月以前の場合

「２ 算定する（設定）」は「１ 算定す

る」と同様の扱いとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．システム管理の管理番号1016「外来

迅速検体検査設定情報」を有効開始年月

日（平成20年4月1日）で登録します。 

 

外来迅速検体検査加算算定検査一覧に

外来迅速検体検査加算を算定できる検

査の一覧が表示されます。 

 

検査実施日に情報提供が行える検査に

ついてもれなく選択します。 

選択できましたら登録します。 
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３．システム管理で尿一般と尿沈渣を設

定したとします。 

診療行為で検査実施日に情報提供を行

う検査として尿一般と尿沈渣のみを算

定します。 

外来迅速検体検査加算が自動発生しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．システム管理でＥＳＲは設定してい

ません。 

尿一般と尿沈渣とＥＳＲを算定します。 

ＥＳＲは外来迅速検体検査加算の対象

検査ですが検査実施日に情報提供が行

えないとしてシステム管理で設定して

いませんから外来迅速検体検査加算は

自動発生しません。 

 

 

 

 

 

 

 

５．システム管理の管理番号1007「自動算定・チェック機能制御情報」の１５：外来迅速検体検査加算自動発

生の区分を「１ 算定する」に設定した場合、システム管理の管理番号1016「外来迅速検体検査設定情報」に

設定した検査に関係なく加算該当の検査の算定に応じて外来迅速検体検査加算を自動発生します。 
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(3)悪性腫瘍特異物質治療管理料の初回加算チェック 

悪性腫瘍特異物資治療管理料の初回加算の腫瘍マーカー検査初回月加算を算定した時、以前に悪性腫瘍特異物

資治療管理料の算定があれば警告を行います。 

 

 

悪性腫瘍特異物資治療管理料を 

平成19.11.26に算定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

腫瘍マーカー検査初回月加算を入力し

た時、前回の悪性腫瘍特異物資治療管理

料を算定した日を表示した警告メッセ

ージを表示します。 

※算定可否の判断は入力者が行います。 
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(4)特別養護老人ホーム等の基本料対応 

特別養護老人ホーム等に入所中の場合、自動発生する診察料をダミーコードにします。ただし、平成２０年４

月診療分からの対応となります。 

 

 

１．患者登録の特記事項にレセ電特記事

項コードが 07（０７老併）、08（０８

老健）、09（０９施）で登録されている

場合、特別養護老人ホーム等に入所中で

あるとします。 

 

特記事項に 09（０９施）を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．外来の診療行為画面で診療日時点で

上記に該当する患者を入力した時、特記

事項の内容を画面に表示して、自動発生

する診察料をダミーコードにします。 

初診料、再診料等を手入力した場合など、

診療内容についてのチェックは行いま

せん。 

 

診療行為で初診料ダミーが自動発生し

ます。 
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(5)検査加算の種別対応 

検査、病理診断で加算のみ算定する診療種別を新設しました。ただし、平成２０年４月診療分からの対応とな

ります。 

 

診療種別区分 内容 

.603 検査加算料 

.643 病理診断加算料 

 

 

診療種別区分 ．643 病理診断加算料を

入力後、病理診断の加算料のみの入力が

行えます。 
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(6)中途終了データの増対応 

中途終了一覧表の表示件数を最大１００件としました。 

 

 

中途終了一覧の表示件数が５０件以上

表示されます。 
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(7)在宅末期医療総合診療料の回数入力対応 

在宅末期医療総合診療料の回数入力を可能としました。ただし、平成２０年４月診療分からの対応となります。 

 

 

在宅末期医療総合診療料（処方せんを交

付）の回数を７回と入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅末期医療総合診療料（処方せんを交

付）の回数が月に３１回を超えた時エラ

ーとします。 

回数チェックは点数マスタの月上限回

数により行います。 

※マスタ更新 
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(8)期間指定入力時の保険有効チェック（入院） 

診療行為の入院で期間指定をした日の保険組合せの有効チェックを行うようにしました。また、会計照会で入

院調剤料自動算定の保険組合せに関する処理を変更しました。ただし、平成２０年４月診療分からの対応とな

ります。 

 

 

１．１５日で終了する保険組合せを選択

して、指定日で１６日以降を入力した場

合、エラーとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．１５日で終了する保険組合せを選択

して、投薬日数を２５日として入力しま

す。 
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診療確認画面で登録後、自動算定する入

院調剤料の算定日に保険組合せの期間

外があれば、“警告！！保険組合せ有効

期間外の入院調剤料があります。会計照

会で保険変更して下さい。”と表示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会計照会で入院調剤料の剤を確認する

と保険の列に”####”が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．保険一括変更で一般から後期高齢者

に変更する場合、警告が表示されます。 

 

※会計照会の保険一括変更を行う場合、

変更前後で一般、後期高齢者が変更にな

った場合、警告表示後に保険組合せ変更

を行います。変更対象の診療内容に一般、

または後期高齢者のみ算定可能なコー

ドが算定されている場合は、訂正で変更

してください。 
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「閉じる」ボタンを押下後、「F12確定」

ボタンを押下します。 

これで保険組合せが変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．診療回数変更で剤回数を展開した場

合、診療月に期間変更がある保険組合せ

の場合、保険組合せの名称の下に有効期

間を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録後、「入院調剤変更」ボタン押下で、

作成した入院調剤料の算定日に保険組

合せの期間外があれば、”警告！！保険

組合せ有効期間外の調剤料が算定され

ました。保険一括変更をして下さい。”

を表示します。 
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(9)血液化学検査の入院時初回加算自動算定機能 

血液化学検査の入院時初回加算の自動算定有無をシステム管理に設定し、入院後初回検査で１０項目以上の点

数算定をした場合、入院時初回加算を自動算定するようにしました。 

 

以下に該当する場合、入院後の初回検査ではないと判断して自動算定を行いません。 

・同一画面内で１０項目以下の血液化学検査が１０項目以上の算定日より前で入力されている場合。 

・入院時初回加算が入院期間中に算定済みの場合。 

・生化学的検査（１）判断料が入院期間中でかつ、今回の入院時初回加算算定日より前に算定済みの場合。 

・基本的検体検査実施料が入院期間中に算定済みの場合。 

・血液化学検査が入院期間中でかつ、今回の入院時初回加算算定日より前に算定されている場合。 

・包括まとめ保険（９９９９）で算定されている検査・判断料は対象外とします。 

また、手入力した入院時初回加算、一度自動発生した入院時初回加算の初回検査のチェックは行いません。 

 

 

１．システム管理の管理番号1007「自動

算定・チェック機能制御情報」の「１８：

入院時初回加算自動発生」を「1 算定す

る」と設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．入院後、最初の診療行為入力で、血

液化学検査を１０項目以上算定します。 
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登録時に入院時初回加算を自動算定し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．入院後、最初の診療行為入力で、血

液化学検査を１０項目以上の算定をし

た日より前に、１０項目以下の算定をし

た場合、自動算定はしません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．入院時初回加算を算定している場合、

訂正で展開すると入院時初回加算を表

示します。 

※訂正時は初回の判断を行いません。 
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(10)特定疾患処方管理加算の単独入力警告対応 

特定疾患処方管理加算（処方料）、特定疾患処方管理加算（処方せん料）、長期投薬加算（処方料）、長期投

薬加算（処方せん料）を手入力した時、処方料・処方せん料が算定されていなくても算定可能としました。た

だし、平成２０年４月診療分からの対応となります。 

 

 

１．特定疾患処方管理加算（処方料）の

みを手入力した時、「登録」ボタンを押

下すると警告メッセージが表示されま

す。 

「閉じる」ボタンを押下すると算定でき

ます。 

 

長期投薬加算（処方せん料）のみを手入

力した時も警告メッセージが表示され

ます。 

 

 

 

 

 

 

２．特定疾患処方管理加算（処方料）と

院外処方が入力されている時、「登録」

ボタンを押下するとエラーメッセージ

が表示されます。 

 

長期投薬加算（処方せん料）と院内処方

を入力した時もエラーメッセージが表

示されます。 
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(11)注射薬の内服使用対応 

点数マスタを設定することにより、注射薬を内服として算定できるようにしました。 

 

 

１．点数マスタ更新画面で注射薬につい

て「内服算定」を「1 内服薬として算定

可」と設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．診療行為で内服の診療種別“.210”

を宣言し、内服として算定可能な注射薬

を入力することにより、内服として算定

できます。 

注射の診療では注射薬として算定しま

す。 
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(12)中途終了でのユーザプログラム起動対応 

診療行為で中途終了を行った時、ユーザプログラムを起動できるようにしました。 

 

 

１．システム管理の管理番号9700「ユー

ザプログラム起動情報」の起動画面から

外来中途終了（Ｋ０２）または入院中途

終了（Ｋ０２Ｎ）に起動するプログラム

を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ．外来の診療行為で中途終了を押下

した時、起動するユーザプログラムがあ

れば、中途終了データ登録後に起動しま

す。 

診療科、保険組合せ、ドクターは画面上

部で選択している情報を起動するプロ

グラムへ渡します。また、「1 Ｕ・Ｐ指

示あり」が選択されている時は、ユーザ

プログラム起動画面を表示します。 
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３．入院の診療行為で中途終了を押下し

た時、起動するユーザプログラムがあれ

ば、入院指示せんの発行がなくても入院

印刷指示画面を表示します。 

「F12 発行・登録」ボタンを押下した時、

中途終了データ登録後に起動します。ま

た、「1 Ｕ・Ｐ指示あり」が選択されて

いる時は、ユーザプログラム起動画面を

表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

４．入院指示せんの設定がある時、指示

せんの印刷とユーザプログラムの起動

指示ができます。 
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(13)薬剤情報提供料（手帳記載）とお薬手帳発行の連動 

請求確認画面のお薬手帳発行区分を、後期高齢者薬剤情報提供料（手帳に記載する場合）の算定と連動するよ

うにしました。 

 

 

１．システム管理の管理番号1038「診療

行為機能情報」の６：お薬手帳発行区分

を、「1 薬剤情報提供料（手帳に記載す

る）と連動する」と設定すると、後期高

齢者薬剤情報提供料（手帳に記載する場

合）と連動するようになります。 

※システム管理でお薬手帳を発行する

ように設定されていることが前提とな

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

２ ．診療行為で後期高齢者薬剤情報提

供料（手帳に記載する場合）を算定しま

す。 
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請求確認画面のお薬手帳の発行区分が

「1 発行する」となります。 
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(14)退院時の処方せん対応 

入院の診療行為で院外処方分として投薬の入力を行い、退院時に院外処方せんを発行できるようにしました。

ただし、平成２０年４月診療分からの対応となります。 

 

・退院時院外処方せんは、外来の処方せんと同じ帳票を使用します。 

※処方せんをカスタマイズしている場合は、退院時処方せんを印刷する為の修正が必要となります。 

 修正内容は http://www.orca.med.or.jp/cgi-bin/cvsweb/jma-receipt/cobol/common/ 

 のページからモジュールORCHC02.CBL,ORCHC02Q.CBL,ORCHCM19.CBLの該当するものの修正を参照してく

ださい。 

・交付日は退院日となります。 

・剤毎に編集する回数は、入院期間中の合計回数となります。（２０日と２１日に１回づつの算定があった

場合、２日分とします。） 

・表示の順番は、会計照会画面の表示順（診療区分毎の剤番号順）となります。 

・点数マスタが交付日で有効期間外である場合は、名称を空白で表示します。 

 

 

１．システム管理の管理番号5000「医療

機関情報－入院基本情報」の「退院時院

外処方箋」で発行区分の初期表示の設定

を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．システム管理の管理番号1031「出力

先プリンタ割り当て情報」の「入院」タ

ブ画面の「処方せん（退院時院外）」に

指定します。 
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３．入院の診療行為画面から“.212 内

服薬剤（院外処方）”などの院外処方の

診療種別を入力して院外処方の投薬を

入力します。 

診療種別“.982 コメント（退院時院外

処方せん備考）”で入力した内容は、院

外処方せんの備考にコメント編集しま

す。 

診療種別“.980 コメント（処方せん備

考）”は入院の処方せん・指示せんのコ

メントとなるますので、院外処方せんに

は使用できません。 

099209904 後発医薬品への変更不可 は、

入院では“.982 コメント（退院時院外

処方せん備考）”で入力することになり

ます。 

 

 

４．退院処理を行い請求確認画面を表示

します。 

「院外処方箋」の発行区分が「1 発行す

る」になっているか確認します。 

「院外処方」ボタンを押下して、院外処

方せんの保険医師を診療科毎に設定し

ます。設定をしない場合は主治医が保険

医師となります。 

 

 

 

 

 

 

 

「登録」ボタンを押下します。入院期間

中の院外処方をすべて対象として、診療

科・保険組合せ毎に院外処方せんを印刷

します。 
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(15)入院時の薬剤情報提供書及びお薬手帳発行機能 

入院中の薬剤情報提供書とお薬手帳を帳票印刷指示画面から印刷できるようにしました。また、退院時院外処

方せんの印刷も行えます。 

 

 

１．入院の診療行為画面の上部にある

「帳票印刷」ボタン(Ctrl+Shift+F1)を

押下して、入院処方帳票印刷指示画面に

遷移します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期表示は、入院の院内処方分の投薬、

注射を算定している受診履歴の一覧を

表示します。表示件数は最大１００件で

す。 

選択した受診履歴から院内処方の投薬、

注射の内容を一覧に表示します。“外”

と表示されたコードは交付日時点で有

効期間外であるコードとなります。また、

診療日時点での入院退院日を表示しま

す。交付日は退院済みであれば退院日を、

入院中であれば診療行為画面の診療日

を初期編集します。ドクターは診療日時

点の主治医を初期表示します。 
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院内処方を表示している時は、お薬手帳

発行、薬剤情報提供書の発行が行えます。 

 

「手帳印刷」ボタンを押下して、表示内

容のお薬手帳が印刷できます。 

各帳票は、ドクター（診療科）、交付日

毎に印刷処理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「薬情印刷」ボタンを押下して、表示内

容の薬剤情報提供書が印刷できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「選択印刷」ボタンを押下して剤を

選択して印刷ができます。選択印刷でな

い時は、表示されている剤内容がすべて

対象となります。 
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53 

 

剤番号を選択すると、一覧の下に剤明細

と算定日数を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数量、日数の変更が行えます。日数を０

とした時は剤を対象外に、数量を０とし

た時はその明細を対象外とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「変更確定」ボタンを押下して変更内容

を確定します。 
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３．複数の受診履歴の内容を一緒に印刷

したい時は、「選択登録」ボタンを押下

し表示内容を登録します。登録後、次の

受診履歴を選択して同様の処理を行い、

印刷内容を追加登録します。ただし、最

初に選択登録した診療科と同じ診療

科・入院期間中の受診履歴のみ選択可能

です。また、登録できる剤は１００件ま

でとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

内容保存をすると「選択確認」ボタンが

押せるようになります。 

「選択確認」ボタンを押下して登録内容

を確認できます。 

 

選択登録した内容は、選択確認画面で

「一括削除」ボタンを押下するか、「ク

リア」ボタンを押下することにより削除

します。（印刷後に自動で削除は行いま

せん。） 

 

 

 

 

 

 

選択登録した受診履歴と入院期間が違

う場合は、エラーとなります。 
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４．院内処方を表示中に、「院外処方」

ボタンを押下すると、入院中で院外処方

を登録した受診履歴一覧に切り替えま

す。（院外処方を表示中は、院内処方に

切り替えます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

院外処方の受診一覧が表示されます。院

外処方を表示している時は、退院時処方

せんのみ発行が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「退院処方箋」ボタンを押下して処方せ

んを印刷します。 
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(16)包括入力時の薬剤情報印刷対応 

保険組合せ 9999 包括分入力で入力した投薬を外来の薬剤情報、お薬手帳の対象とするようにしました。ただ

し、登録時の印刷は複数保険で入力されている時のみとします。 

 

 

システム管理の管理番号1038「診療行為

機能情報」の７：薬情・お薬手帳対象を

「1 包括分入力の保険を対象とする」と

設定した時、9999 包括分入力で入力し

た投薬を薬剤情報、お薬手帳の対象とし

ます。 

入院についてはこの区分は関係なく対

象となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．包括される投薬を9999 包括分入力

で算定します。 
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中途終了時に「F7 薬情・手帳」ボタン

を押下して印刷できます。なお、処方せ

んの対象とはなりませんので、印刷指示

をしても発行はしません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．9999 包括分入力を複数保険で入力

した時、請求確認画面で発行する薬剤情

報、お薬手帳に包括分保険で算定した投

薬も対象として印刷します。 

※9999 包括分入力が主保険の時は請求

確認画面から発行はできませんので、前

回処方印刷画面から発行することにな

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

請求確認画面で薬剤情報、お薬手帳を発

行するとして登録後、包括分が印刷され

ます。 
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４．前回処方印刷画面の受診履歴・保険

組合せに9999 包括分入力も対象としま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9999 包括分入力の保険組合せを選択し

た時、処方せんの発行をしようとした場

合はエラーとなります。 
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(17)その他の改善内容１ 

診療行為で中途終了データを展開している患者を別の端末で呼び出し排他中になった時、中途終了展開してい

る診療日付と排他中の画面の診療日が違った時、展開中が解除されていました。そのため、登録をしても中途

終了データが削除されずに残っていました。排他中の時は、中途終了データの排他解除を行わないようにしま

した。 

 

(18)その他の改善内容２ 

平成２０年４月改正で労災初診料が健保で継続診療中でも診療科が別であれば算定できるようになりました。

初診算定日から１月以内算定不可の指導料が算定できる場合に対応しました。 

健保で特定疾患療養管理料を算定した時、初診算定日から１月以内のエラーで算定できなかった場合、基準と

なる初診算定日が労災初診料算定日であれば、労災以外の初診算定日＋１月の判定をして算定可能であれば、

警告を表示した上で算定可能とします。 

労災で特定疾患療養管理料を算定した時も同様に、労災初診料算定日で判定を行います。ただし、算定可能と

なるのは初診料の算定日が基準の時となります。同日初診の算定日、退院日が基準日であれば算定不可となり

ます。 

 

(19)その他の改善内容３ 

診療行為の入院分の訂正で、診療内容に .214 など入院調剤料を算定しない診療種別区分の入力のみで、入院

調剤料を手入力していた時、登録を行うと入院調剤料の自動算定処理を行っていましたので、入院調剤料の回

数が削除されていました。訂正前、訂正後、共に入院調剤料を算定する投薬がなかった時は、入院調剤料の自

動算定処理を行わないようにしました。 

 

(20)その他の改善内容４ 

初診料のみを算定している時、初診料ダミー＋コメント種別＋コメントコードで作成されているセットと展開

した時、コメント種別とコメントが削除されていましたので削除しないようにしました。 

 

(21)その他の改善内容５ 

診療行為で処方せん料を手入力した場合、その下に続けて薬剤を入力した時、剤分離しなかったので剤分離す

るように修正しました。 

 

(22)その他の改善内容６ 

セット登録画面に「前回セット」ボタンを追加しました。患者番号を入力せずにセット登録画面へ遷移した場

合で、１つのセット登録後、「前回セット」ボタンを押下することで登録したセットコードを展開します。こ

のため「削除」ボタンをＦ３キーからＦ４キーへ変更しました。 
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１－６ ２２病名 

 

(1)前回来院日表示対応 

病名画面に前回来院日を表示するようにしました。 

システム日付を基準日として、前回来院日の表示を行います。入院中の場合は病棟・病室番号の表示を行いま

す。 

 

 

前回来院日の表示例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病棟・病室番号の表示例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日医標準レセプトソフト                                  Version 4.3.0 

ORCA Project                                   システムパッケージリリース情報【機能操作説明】 
Copyright(C)2008 Japan Medical Association.All rights reserved. 

61 

(2)急性、慢性混在チェック 

病名登録時、急性と慢性が混在しないようにチェックを行うようにしました。 

 

 

病名に「慢性」の入力があり、疑いフラ

グで「急性」又は「急性かつ疑い」を選

択している時、登録時に確認画面が表示

されます。 

 

※自院病名登録画面も同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡単修正画面で混在していた場合は、警

告メッセージを表示し登録処理は行な

いません。 
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１－７ ２３収納 

 

(1)支払証明書の出力条件初期設定機能 

支払証明書の出力条件初期設定機能を実装しました。 

 

 

システム管理の管理番号1039「収納機能

情報」にて初期設定をします。 

初期設定が変更可能な項目は、"支払証

明書"、"入外区分"、"期間指定"、"期間

区分"、"請求内容の印字"、"期間終了日

後の支払い"です。 

初期値は以下のとおりです。 

・ 支払証明書 ・・・ 日別証明書 

・入外区分 ・・・ 全て 

・期間指定 ・・・ 年月日 

・期間区分 ・・・ 診療期間 

・ 請求内容の印字 ・・・ 印字する 

・ 期間終了後の支払い ・・・ 支払額

に含める 

 

 

システム管理で設定した内容に従い、印

刷画面の初期表示を行います。 
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(2)請求一覧画面に月の請求合計額表示 

収納業務－請求一覧画面に診療年月の請求額合計を表示するようにしました。 

 

 

収納業務－請求一覧画面に診療年月の

請求額合計を表示します。 

請求額合計は入院分、外来分をそれぞれ

表示します。 
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(3)支払証明書の証明期間前診療分の支払い額記載対応 

支払証明書の証明期間内に入金があった証明期間前診療分の支払金額の記載を行う機能を実装しました。 

 

１．支払証明書印刷画面に「期間開始日前診療分の支払い」の区分を追加し、「1 支払額に含める」が選択さ

れた場合、支払証明書に該当する診療分の支払い金額の記載を行います。また、期間区分に「1 診療期間」

が選択されている場合に限りこの区分の選択を可能とします。 

２．区分の初期値は「2 支払額に含めない」となります。これはシステム管理の管理番号1039「収納機能情報」

にて変更が可能です。 

３．証明期間前に一部入金があった場合、備考欄に一部入金の額を記載します。 

４．区分に「1 支払額に含める」を選択して日別支払証明書の発行を行う場合、診療日は年から記載を行うよ

うになります。 

５．区分に「1 支払額に含める」を選択して月別支払証明書の発行を行う場合、診療月は年から記載を行うよ

うになります。また、頁番号の記載も行います。 

 

 

＜日別支払証明書＞ 

備考に“期間前支払金額”の見出しを記

載した上で、一部入金の額を記載した例

です。 
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１－８ ２４会計照会 

 

(1)コメントのスクロールバー対応 

コメント入力画面のコメントにスクロールバーを付けました。 

 

 

１．コメントにスクロールバーが表示さ

れます。 
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(2) その他の改善内容１ 
会計照会で自動発生した入院調剤料の剤回数を変更した時、受診履歴に反映していましたが反映しないように

しました。受診履歴に反映していたので入院調剤料のみの日の受診履歴が追加になっていましたが、入院調剤

変更時処理時や診療行為で自動発生した時は受診履歴の対象としていないので同様の動作としました。 
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１－９ ３１入退院登録 

 

(1)褥瘡管理加算の自動算定機能 

入退院登録画面で褥瘡患者管理加算等の入院料加算算定を設定可能としました。 

 

 

１．システム管理の管理番号1006「施設

基準情報」の363褥瘡患者管理加算を有

効にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．入退院登録画面で病室番号の入力を

行うと、算定入院料欄下の褥瘡患者管理

加算の算定コンボボックスが選択可能

となります。 

初期値は、「1 算定しない」となります。 

算定コンボボックスは入院登録時のみ

有効となります。 

入院期間が通算される再入院時も設定

可能です。 

※将来の加算項目追加に備えて、算定コ

ンボボックスは３つ表示しています。 
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コンボボックスを「2 算定する」に変更

し、入院登録を行うと入院会計に褥瘡患

者管理加算が算定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．褥瘡患者管理加算が算定不可である

入院料を算定時（例えば短期滞在手術基

本料）は、コンボボックスは選択不可の

状態です。（加算名称の表示も行いませ

ん。） 
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１－１０ ３２入院会計照会 

 

(1)入院会計照会に病室表示対応 

入院会計照会画面に病室情報の表示を行いました。最終入院病室を表示します。 

 

 

１．７月１日に一般病棟１０１号室に入

院した患者の病室表示です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．最終入院歴が履歴作成からの登録分

である場合は病室表示を行ないません。 
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１－１１ ３６入院患者照会 

 

(1)入退院患者リスト等の並び順追加 

並び順に退院日順を追加しました。また、並び順の指定に「並び順３」の項目を追加しました。 

 

 

並び順に退院日順を追加しました。 

入院日順、退院順は新しい順（降順）、

古い順（昇順）の指定を行えるようにし

ました。 

並び順の指定に「並び順３」の項目を追

加しました。 
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１－１２ ４１データチェック 

 

(1)疑い病名のチェック期間追加 

疑い病名のチェック期間について、指定可能な期間を追加しました。 

 

 

システム管理の管理番号1101「データチ

ェック機能情報２」で疑い病名のチェッ

ク期間を１ヶ月から９ヶ月まで指定で

きます。 
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(2)実日数のゼロ日チェック 

データチェックに実日数のゼロ日チェックを追加しました。 

 

１．確認項目「12 実日数」が選択された場合にチェックを行います。 

２．診療月に初診料、再診料等の実日数算定コードが未入力だった場合、チェックリストにエラーメッセージ

を編集します。 

３．月途中で保険が変更になった場合（社保→国保等）、それぞれの保険についてチェックを行います。 

 

(3)器材の単位未設定のチェック 

診療行為で入力された特定器材について点数マスタに単位コードが設定されているかデータチェックでチェ

ックできるようにしました。 

 

１．システム管理の管理番号2005「レセプト・総括印刷順情報」の「レセプト（基本－レセ電）」タブ画面に

ある各レセ電出力区分（社保、国保、広域連合）にてレセ電処理を行うよう設定されている場合についての

みチェックを行います。 

２．どの確認項目が設定されてもチェックを行います（必須チェック項目）。 
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１－１３ ４２明細書 

 

(1)レセ電作成時の月遅れ分の未レセ電チェック 

レセ電データによる提出を開始した場合、それ以前の月遅れ分データについてレセ電データ作成が行われてい

ないケースがあるので、データ有無のチェックを行なうようにしました。また、月次統計業務からはチェック

リストが作成できるようにしました。 

 

１． 月次統計より「（月遅れ分）レセ電データチェック一覧」で存在チェックを行い、チェック 

    リストの作成を行なう。 

 

 

レセ電データ作成時に、月遅れ分の請求

があるのにレセ電データが無い場合は

確認画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月次統計より「（月遅れ分）レセ電デー

タチェック一覧」を処理することにより

チェックリストの作成ができます。  

 

※「（月遅れ分）レセ電データチェック

一覧」を表示するためには、システム管

理で統計処理を登録する必要がありま

す。 
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 （月遅れ分）レセ電データ未作成患者一覧です。 

 

 



日医標準レセプトソフト                                  Version 4.3.0 

ORCA Project                                   システムパッケージリリース情報【機能操作説明】 
Copyright(C)2008 Japan Medical Association.All rights reserved. 

75 

(2)レセプト医師別出力対応 

システム管理の設定により医師別に明細書出力ができるようにしました。ただし、以下の条件があります。 

 条件 

・個別作成時は医師別出力ができません。 

・医師別を印刷指定とした場合は、主科別の印刷はできません。 

・平成２０年４月診療分以降の医保レセプトのみ医師別出力が行えます。 

 

 

１．システム管理の管理番号 2005「レセ

プト・総括印刷情報」の「編綴順」画面

で医師別出力の出力有無、医師別出力順

の設定を行います。 

 

医師別出力の設定を「1 医師別出力をす

る」とした場合、医師別出力順で同一医

師内での出力順の設定を可能とし、明細

書印刷指示画面で医師別出力を選択し

た場合はこの設定に基づいた出力を行

います。 

初期値は「1 カナ氏名順（全体）」です。 

 

 

 

 

２．レセプト印刷指示画面で出力順に

「11 医師別順」を選択すると、システム

管理の医師別出力順の設定に基づいた

出力ができます。 
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３．医師別診療科を選択すると医師を決

定した時点の科別での出力が行えます。 

 

入院、外来での医師および科の設定は、 

外来の場合…最終受診の医師および 

その時の受診科を対象 

入院の場合…最終入院の医師および 

入院科を対象 

とします。医師が設定できないときは、

「医師設定なし」となります。 

 

 

 

 

 

 

最終受診の医師が「医師５」、診療科が

「内科」の場合です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このようになります。 
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最終入院の医師が「医師１０」、入院科

が「精神内科」の場合です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このようになります。 
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(3)仮レセ作成機能（院外処方出力） 

紙レセプトで処方内容の確認を行なうため、提出レセプトでは記載しない院外処方、院内処方（包括）の内容

を記載できるようにしました。ただし、保険組合せ「9999 包括分入力」による入力分は除きます。また、平成

２０年４月診療分以降のレセプトを対象とします。 

 

 

１．レセプト作成時に作成区分を「2 点

検用レセプト（院外処方含）」を選択す

ると、レセプトに院外処方等の記載を行

うことができます。 

※レセ電データにも記録します。 

※作成区分の選択に係わらず請求管理

等の請求データの作成は行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際には提出できないため、“点検用レ

セプト”という文言をレセプトに記載し

ます。 
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２．平成２０年３月以前の診療分につい

て一括作成ではエラー扱いとしますが、

個別作成時は確認ダイアログを表示し、

「提出用レセプト」として作成を行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「5 未請求解除」より処理を行う場

合、平成２０年３月以前と平成２０年４

月以降の診療分が混在するときは確認

ダイアログを表示し、先に平成２０年３

月以前分を「提出用レセプト」として作

成を行います。 

※「2 点検用レセプト（院外処方含）」

を選択して「5 未請求解除」より処理を

行なった場合、未請求解除データの更新

処理は提出用レセプト作成ができなく

なりますので行いません。 
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再度「5 未請求解除」より処理を行うと、

平成２０年４月以降の診療分のみ対象

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．印刷区分「作成済レセプト再印刷」

を選択時、作成時の設定に従った内容で

印刷指示となります。 
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５．システム管理の管理番号 1038「診療

行為機能情報」、1043「会計照会機能情

報」でそれぞれのリアルタイムプレビュ

ー時の作成方法の設定を行います。 

初期値は「1 院外処方含まない」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リアルタイムプレビューでも院外処方

等の記載が行えます。 
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(4)仮レセ電データ作成（院外処方出力） 

レセ電データで処方内容の確認を行なうため、提出データでは記録しない院外処方、院内処方（包括）の内容

を記録できるようにしました。ただし、保険組合せ「9999 包括分入力」による入力分は除きます。また、平成

２０年４月診療分以降のレセプトを対象とします。 

 

 

１．レセ電データ作成時に「2 点検用（院

外処方含）」を選択すると、院外処方等

のデータの記録を行うことができます。 

提出用作成の場合は「1 提出用」を選択

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「2 点検用（院外処方含）」を選択し

たときに作成するレセ電データのファ

イル名は、システム管理設定場所の場合

は、(医療機関番号)+「TENKENRC.UKE」

となります。それ以外の場合は、 

「TENKENRC.UKE」となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

orca@demo1:/var/tmp$ ls *.UKE 
01TENKENRC.UKE 
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(5)自賠責診断書明細書料摘要欄記載対応 

自賠責の診断書料と明細書料について、月に２通以上の算定があった場合、レセプト円項目の摘要欄に内訳を

記載するようにしました。 

＊診断書料（ ０９５９１ で始まる診療行為コード） 

＊明細書料（ ０９５９２ で始まる診療行為コード） 

 

（例）診断書     １通 

   診断書（警察） １通 

   明細書     １通 

   明細書（その他）１通  の場合 
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(6)往診診区へのコメント対応 

診療区分１４（往診）について、コメントのみの剤のレセプト摘要欄記載を行うようにしました。 

 

（例）診療行為で 

  ．１４０ 

  ８１００００００１ 在宅コメント 

 と入力した場合、以下のようにレセプトに記載します。 
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(7)レセ電用医療機関編集情報対応 

レセ電データ作成時、医療機関編集情報で登録された名称等による記録ができるようにしました。また、症状

詳記についても同様としました。 

 

 

１．システム管理の管理番号 1901「医療

機関編集情報」でレセ電データ用、症状

詳記用の名称等を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「帳票別指定」タブ画面の「レセプト電

算」、「症状詳記」にそれぞれ設定します。 
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(8)投薬摘要欄日付順記載対応 

診療区分２１、２２、２３（投薬）について、レセプト摘要欄の記載順を診療日／剤番号順としました。 

 

（例）診療行為で以下のように入力した場合 

１日  ．２１０ 

アーテン錠（２ｍｇ） 

      アイトロール錠１０ｍｇ 

２日  ．２１０ 

アスピリン 

      アゼプチン錠０．５ｍｇ 

３日  ．２１０ 

アタラックス錠２５ｍｇ 

      アドソルビン 

 

 

 
 

  後で２日分の診療訂正を行った場合 

２日  ．２１０ 

アスピリン 

      アゼプチン錠０．５ｍｇ 

       ↓ 

  ２日  ．２１０ 

アスピリン 

      アゼプチン錠０．５ｍｇ 

      ．２１０ 

      アリセプト錠５ｍｇ 

      アレリックス６ｍｇ錠 
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(9)実日数表示対応（複数の保険組合せ使用時） 

複数の保険組合わせ使用時（１レセプト）のレセプト公費欄－実日数及び請求点記載について、上位の実日数

及び請求点と同じであっても記載を省略しないようにしました。また、レセプト公費欄－入院食事療養につい

ても、上位の食事療養と同じであっても記載を省略しないようにしました。ただし、平成２０年４月診療分以

降での対応となります。 

 

１．実日数・請求点記載 

（例）協会けんぽ＋０１０  実日数１日 １４５点 

    協会けんぽ＋０５１  実日数１日 １４５点  の場合 

 

    ＊実日数欄 

    

 

 

    ＊請求点欄 

 

    

 

 

 

２．入院食事療養記載 

（例）協会けんぽ＋０１１  ４５回 ２９５５０ １１７００ 

    協会けんぽ＋０５１  ４５回 ２９５５０ １１７００  の場合 
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(10)労災レセのコメント記載箇所選択機能 

システム管理に労災レセプトのコメント記載箇所を設定できるようにしました。 

（コメントとは、２２病名又は２４会計照会で登録する症状詳記等のコメントです。） 

 

 

１．システム管理の管理番号2005「レセ

プト・総括印刷情報」の「レセプト（基

本－労災・自賠責）」タブ画面に「労災

コメント記載」を追加しました。 

労災レセプトのコメント記載箇所の設

定を行います。 

０：傷病の経過欄に記載 

１：摘要欄に記載 

初期値は、０：傷病の経過欄に記載とな

ります。 

 

 

 

 

 

 

「１：摘要欄に記載」と設定した場合の例で

す。 
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(11)労災レセの罫線対応 

システム管理に労災レセプトの枠記載の有無を設定できるようにしました。プレビューからの印刷も設定によ

る内容となります。 

 

 

１．システム管理の管理番号2005「レセ

プト・総括印刷情報」の「レセプト（基

本－労災・自賠責）」タブ画面に「労災・

枠記載区分」を追加しました。 

労災レセプトの枠記載設定を行います。 

０：枠を記載しない 

１：枠を記載する 

初期値は、０：枠を記載しないとなりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

プレビュー画面では、設定に関係なく

“枠有り”で表示をします。 

印刷時には設定に従ってレセプトを印

刷します。 
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(12)自賠責レセの集計先変更対応（８０その他（円）分） 

診療コードが 09593 で始まる点数マスタ作成時において、画面に”自賠責集計等取扱（外来・入院）”を追

加し、”その他”以外の取扱の設定を可能としました。 

 

自賠責での 09593 入力分は、点数マスタの設定を参照し負担金計算やレセプト記載を行います。 

＊自賠責集計等取扱（外来）１初診 

             ２再診 

             ３指導管理 

             ４救急医療管理加算 

             ５その他（デフォルト） 

         （入院）１初診 

             ４救急医療管理加算 

             ５その他（デフォルト） 

 注１）１～４設定時は、加算率計算した金額を設定してはいけません。今まで、加算率計算した金額でマ

スタを作成していた場合で１～４の設定をしたい場合は、点数マスタの期間を区切ってください。 

  注２）１～４設定分は、特定器材等消費税設定が有りの場合でも消費税計算対象外とします。 

 

 

１．点数マスタで設定を行います。 

外来：“３指導管理”で設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．診療行為で算定します。 
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３．請求確認画面の結果です。 

（例）労災準拠、加算率１２０％、患者

請求（０％）の場合 加算率計算対象と

なるため、１０００円×１．２＝１２０

０円となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．レセプトの結果です。 

（例）新様式（平成１９年４月改正様式） 
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(13)総括表と公費請求書の別請求対応（請求管理） 

対象となる公費請求書が存在するレセプトについては、レセプト（総括）と公費請求書それぞれに請求年月、

返戻年月の設定を可能としました。ただし、請求区分については別々の設定は不可とします。 

 

 

１．対象となる公費請求書が存在するレ

セプトの場合、公費請求書分の請求年月、

返戻年月の設定を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．公費請求書分が未入力のときは入力

された内容と同じ内容を設定します。 
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３．レセプト（総括）分と公費請求書分

の設定を別々に行うことができます。 

レセプト（総括）のみ月遅れとする場合

はメッセージを表示します。 
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(14)自賠責新様式の平成１９年４月改正様式枠有り網掛け対応 

自賠責新様式の平成１９年４月改正様式について、システム管理の管理番号2005「レセプト・総括印刷情報」

の「自賠責・枠記載区分”設定（入外別）」が「1:枠を記載する」の場合、レセプト点数欄の”＊＊＊＊＊＊”

の部分を網掛けで印刷します。 

 

 

外来分の例です。 
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(15)入院料未算定時コメント自動記載選択機能 

システム管理の管理番号2005「レセプト・総括印刷情報」に「入院料未算定時コメント記載」を追加しました。

入院料未算定時（入院会計照会画面で入院料を落とした場合）にレセプト自動記載するコメントについて、内

容設定を可能とします。 

 ０：自動記載しない 

１：自費にて入院料算定済と記載（デフォルト） 

 ２：他保険にて入院料算定済と記載 

 ３：保険組み合わせに準ずる自動記載 

 

 注）他保険で入院料算定時（入院会計照会画面で入院料を落としてない場合）にレセプト自動記載するコメ

ント内容は、現状どおりです。（保険組み合わせに準ずる自動記載） 

 

 

１．システム管理の管理番号2005「レセ

プト・総括印刷情報」で設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．入院会計照会画面 

自費保険で、入院料を落として登録して

ある状態の例です。 
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０：自動記載しない設定時 

 

 

 

 

 

 

 

 

１：自費にて入院料算定済と記載設定時 

 

 

 

 

 

 

 

２：他保険にて入院料算定済と記載設定時 

 

 

 

 

 

 

 

３：保険組み合わせに準ずる自動記載設定時 

 

入院会計の保険組み合わせが自費保険の為 

 

 

 

 

   注）上記例が 

     １）入院会計の保険組み合わせが医保（社保、国保、後期高齢）で、診療行為入力も医保（社保、

国保、後期高齢）の場合 

     ２）入院会計の保険組み合わせが労災で、診療行為入力も労災の場合 

     ３）入院会計の保険組み合わせが自賠責で、診療行為入力も自賠責の場合 

     ４）入院会計の保険組み合わせが公害で、診療行為入力も公害の場合 

 

     “３：保険組み合わせに準ずる自動記載” 設定時で、かつ、このパターンに該当する場合は、コ

メント自動記載は行いません。必要に応じて、診療行為にて、．９００でコメント入力を行って下

さい。 
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(16)紙レセプトへの３種以上の公費負担医療の併用時の記載対応 

医療保険と３種の公費負担医療の併用レセプト作成を行えるようにしました。また、医療保険と３種の公費負

担医療の併用、４種の公費負担医療の併用についても同様に作成できます。ただし、平成２０年４月診療分か

ら対象となります。 

 

 

１．印刷指示画面から「02 種別・保険

者番号・患者番号順」を選択した場合で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療保険と４種の公費負担医療の併用レ

セプトの例です。 
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２．請求管理画面、未請求設定画面、主

科設定画面では、レセプト種別は「＊＊

３＊」（２種以上の公費負担医療との併

用）として表示されます。 
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(17)平成２０年４月試行の改正に伴う記録条件仕様の変更対応（レセ電データの医療保険と４種の公費負担医

療の併用までの記録） 

医療保険と４種の公費負担医療の併用までの記録が可能となったため、該当するレセ電データの作成を行える

ようにしました。ただし、平成２０年４月診療分から対象となります。 

 

(18)レセプト自動記載リハビリの発症日等年月日対応 

レセプトに自動記載するリハビリの発症日等の記載について、”年月日”で記載するようにしました。 

 

 

脳血管疾患等リハの発症日記載の例です。 
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(19)個別レセプト用の症状詳記対応 

症状詳記を個別指示して出力可能としました。 

 

 

１．総括表・公費請求書作成画面で「個

別指示」ボタンを押下するとレセ電－個

別指示画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別出力する患者番号を入力すると個

別指示一覧に追加されます。 

患者指定ができましたら「レセ電作成」

ボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「印刷する」ボタンを押下すると個別指示したレ

セ電ファイルが作成され、症状詳記が印刷されま

す。 
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(20)オンライン請求対応（個別作成対応） 

オンライン請求システムにおいてＡＳＰ等でエラーとなった患者について、レセプト電算データ(以下レセ電

データ)の個別作成を可能とし、該当患者のみで再送信ができるようにしました。 

 

・ オンライン請求システムで作成できる「受付・事務点検ASP結果リスト(受付処理結果リスト)」及び「請求

確定状況リスト」のCSVファイルの取り込み(サーバへのUPLOAD)を可能とし、個別レセ電データ作成時での

利用を可能としました。 

・「42 明細書」の「個別作成」とほぼ同様の入力によりレセプト電算データの個別作成を可能としました。

また、上記CSVファイルが取り込まれている場合は、取り込みリストからの患者の選択及び可能な限りのチ

ェック(受付日と請求データの作成日の前後関係等)を可能としました。 

 

 

１．CSVファイル取り込み 

「44 総括表・公費請求書」の「データ

取込」ボタンより遷移します。 

 

エラーチェックについて 

・審査支払機関コードエラーの場合の表

示 

 基金：１、国保：２以外のコード：３

のためエラー 

 

 

・都道府県コードエラーの場合の表示 

 都道府県コード：３２以外のコード：

３３のためエラー 

 

 

 

 

 

 

 

・正常データの場合の表示 

 診療（請求）年月、審査支払機関、件

数等を表示 

 

この状態で「F12 DB登録」ボタンを押下

することにより「個別指示」処理で利用

可能となります。また、受付事務点検、

請求確定状況CSVの受付回数が等しい場

合はデータのマージを行います。 
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２．レセ電データ個別指示「44 総括表・

公費請求書」の「個別指示」ボタンより

遷移します。 

 

Ａ．受付事務点検（請求確定状況）CSV

未取込時 

a-1.対象となる請求データが１件の患

者の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

a-2.対象となる請求データが複数の患

者の場合（処理対象可能な全ての請求デ

ータを選択画面に表示します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a-3.全てを選択した場合 
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a-4. 選択後の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a-5. 月遅れ返戻年月が設定されている

場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a-6. 月遅れにするため請求データを

「請求しない」と設定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日医標準レセプトソフト                                  Version 4.3.0 

ORCA Project                                   システムパッケージリリース情報【機能操作説明】 
Copyright(C)2008 Japan Medical Association.All rights reserved. 

104 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a-7. ３名の患者で個別レセ電作成実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a-9. 作成履歴画面 
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a-10. 前回作成処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回作成時から患者の状態が変化し（請

求データを請求しない等の設定）レセ電

データが作成されない患者が存在する

場合 
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a-11. 個別指示一覧にデータを入力し

たままレセ電処理を実施しないで提出

先変更や「戻る」ボタンを押下した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ．受付事務点検（請求確定状況）CSV

取込時 

受付回数１の受付事務点検CSVと受付回

数２請求確定１回の請求確定状況CSVを

取込 

b-1.対象となる請求データが１件で正

常患者を選択した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b-2.選択した患者の請求データが既に

請求済みの場合 

「F11:個人履歴」ボタン押下することで

送信内容が確認できます。 
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b-3.選択した患者の請求データの作成

日が受付日以前の場合（通常はエラー内

容を修正するので請求データの作成日

は受付日（請求日）以降となります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b-4.選択したデータに患者番号が設定

されていない患者を選択した場合 
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審査支払機関、入外、氏名、生年月日か

ら対象と成りうる全ての該当の請求デ

ータを表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b-5.個別指示一覧に設定以降は、Ａの未取込の場合と同様 

 

b-6.又請求出来ない診療年月（10月診療、11月請求の時期に9月診療を選択するようなケース）と変更した場

合には、「2001 入力された診療月のデータは閲覧のみ可能です」と表示し取り込んだ受付事務点検、請求確

定状況CSVの閲覧のみ可能です。 
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１－１４ ４３請求管理 

 

(1)レセプト種別名称表示 

同一診療年月に複数のレセプトが存在する場合、選択するレセプトの識別を容易にするため選択画面にレセプ

ト種別名称、作成日の表示を行うようにしました。 

 

 

同一診療年月に複数のレセプトが存在

する場合、選択画面に該当するレセプト

種別名称、作成日が表示されます。 
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１－１５ ５２月次統計 

 

(1)月別請求書兼領収書の指定患者出力（統計照会連携機能） 

照会の検索結果を対象患者として、月別請求書兼領収書の発行が行えます。 

 

 

１．患者照会で条件を指定し検索を行い

ます。検索結果画面で「月次連携」ボタ

ンを押下し、検索結果からの連携データ

の作成を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．月次統計業務で照会連携データから

月別請求書兼領収書の発行を行う場合、

入力パラメタの患者番号に“*”を入力

します。これで処理を行うと該当患者の

作成が行えます。なお、他のパラメタ（診

療年月等）の条件に該当しない患者は作

成を行いません。 
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(2)カスタマイズカルテの一括発行 

月次統計より外来カルテ一括発行を行う際、カスタマイズされているカルテ１号紙の発行が行えるようにしま

した。 

 

 

１．月次統計業務より外来カルテ一括発

行(ORCBZ003)を実行する際、システム管

理の管理番号1031「出力先プリンタ割り

当て情報」で外来診療録（カルテ１号紙）

にカスタマイズプログラムが選択され

ている場合、このプログラムより一括発

行を行います。プリンタ設定についても

システム管理の設定に従います。 
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(3)収入一覧表の期間指定出力 

締め処理の期間指定の上限（１０日）を廃止し、任意の期間指定を可能としました。また、収納日報(ORCBD010)

にパラメタ「終了処理日」を追加し、期間を指定した日報の出力を可能としました。ただし、収納日報は

ver3.4.0(2007-03-27提供)で追加した収納履歴テーブルを元に処理を行うため、期間指定でこれより前のバー

ジョンで登録された収納を対象に含めると請求額が正しく計上できません。 

 

 

１．締め処理の期間指定で、期間の長さ

に関係なく、任意の期間指定が可能とな

りました。 

締め処理に対応した日報（収納一覧表

（外来）（期間指定）、収納一覧表（入

院）（期間指定）、収納日報（期間指定））

は指定された期間を元に処理を行いま

す。 

 

期間に「2007/4/1 00:00 ～ 2008/3/31 

23:59」 を指定した例です。 

 

 

 

 

 

（１）収納一覧表（外来）（期間指定）

の例です。 ※処理区分に患者別を指定 
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２ ．収納日報(ORCBD010)にパラメタ

「終了処理日」を追加しました。 

終了処理日の入力がある場合は、処理日

～終了処理日の期間の収納日報を作成

します。 

終了処理日の入力がない場合は従来ど

おり、処理日を対象に日報の作成を行い

ます。 
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(4)カルテ３号紙の患者指定対応 

月次統計から発行するカルテ３号紙に患者指定機能を実装しました。 

 

  

１．パラメタの患者番号（任意項目）に

入力があった場合は該当患者のカルテ

３号紙の発行を行います。 
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(5)診療行為未入力患者一覧リスト作成 

頭書きの入力のみで診療行為入力がない患者リストを出力します。 

 

 

１．システム管理の管理番号3002「月次

統計情報」で診療行為未入力患者一覧表

の登録を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．期間の入力は任意とし、入力がない

場合は全ての期間を対象とします。 

並び順は患者番号順かカナ氏名順の指

定が可能です。明細には患者番号、患者

氏名、最終来院日を表示します。 
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(6)会計カード期間指定機能 

月次統計から発行する会計カードについて、期間指定機能を実装しました。 

 

 

１．月次統計処理で設定可能なパラメタ

の最大数を８から１０に変更し、会計カ

ードのパラメタの９番目と１０番目に

それぞれ開始日（任意項目）、終了日（任

意項目）を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開始日、終了日には日（１～３１）を指

定します。開始日のみの入力は開始日か

ら月末日までが対象となります。終了日

のみの入力は１日から終了日までが対

象となります。また、月末日の代わりに

“９９”を入力することもできます。 

 

 

開始日、終了日の指定があった場合、そ

の期間の会計カードの作成を行う。 

 

開始日、終了日に１日～１０日を指定し

た場合は、診療年月の右に対象期間の表

示を行います。 

病名、保険の情報についても該当期間に

掛かるもののみ表示します。 

 

患者番号の指定があった場合、対象期間

に診療がない場合も会計カードの作成

を行います。（頭書のみの出力が可能と

なります。） 
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(7)指定診療行為件数調パラメタ追加対応 

月次統計の指定診療行為件数調べを作成する際に指定する診療行為コードを５つから７つにしました。 

 

(8)診療行為別集計表パラメタ追加対応 

月次統計の診療行為別集計表を作成する際に指定する診療区分を５つから７つにしました。また、診療区分に

"*"が指定された場合は、全ての診療区分を処理対象とするようにしました。 
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１－１６ １０１システム管理マスタ 

 

(1)その他の改善内容１ 

システム管理の管理番号1007「自動算定・チェック機能制御情報」の外来管理加算チェックの区分に「4 削除

後の自動発生・確認なし」を追加しました。 

動作は、「2 削除後の自動発生なし」と同様ですが、登録ボタン押下時に外来管理加算を削除時の確認メッセ

ージを表示しません。算定不可であれば自動で削除します。 

改正対応で「0 チェックなし」から「2 削除後の自動発生なし」に変更した場合に確認メッセージが表示され

ていましたので表示しない区分を追加しました。 
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１－１７ １０２点数マスタ 

 

(1)点数マスタ一覧のＣＳＶ対応 

点数マスタリストをＣＳＶ出力可能としました。出力方法はクライアント保存も可能です。 

 

 

１．点数マスタリストの作成条件を入力

して「ＣＳＶ出力」ボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力指示画面で出力ファイル名を指定

します。「ＯＫ」ボタンを押下するとＣ

ＳＶファイルを作成します。 

ファイル出力先を「1 クライアント保

存」にすると作成処理終了後に出力先選

択画面が表示されます。 

文字コードを「2 S-JIS」とするとシフ

トJISでデータを出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日医標準レセプトソフト                                  Version 4.3.0 

ORCA Project                                   システムパッケージリリース情報【機能操作説明】 
Copyright(C)2008 Japan Medical Association.All rights reserved. 

120 

 

保存先等を指定して了解ボタンを押下

します。 
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１－１８ １０３チェックマスタ 

 

(1)チェックマスタの適用コードの登録上限拡大 

チェックマスタの適用コードの登録上限を１００件から２００件に拡大しました。 

すべてのチェック区分について２００件まで登録可能としました。 

１ 薬剤と病名 

２ 診療行為と病名 

４ 薬剤と併用禁忌 

５ 診療行為の併用算定（同月内） 

  ６ 投与禁忌薬剤と病名 

  ７ 診療行為どうしの算定漏れ 

  ８ 病名と薬剤 

９ 病名と診療行為 

  Ａ 診療行為の併用算定（同日内） 

Ｂ 診療行為の併用算定（同会計内） 

 

 

チェックマスタの適用コードの上限を

１００件から２００件に拡大しました。 

（例：薬剤と病名画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複写画面についても２００件まで処理

可能としました。 
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１－１９ １０７薬剤情報マスタ 

 

(1)薬剤情報の写真追加機能追加 

ユーザ独自の医薬品画像を薬剤情報で使用するためにアップロードできるようにしました。 

 

 

１．薬剤を選択して「画像」ボタンを押

下すると画像選択画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像ファイル名を入力します。 

「参照」ボタンを押下するとファイル選

択画面が表示されますのでそちらから

選択することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「確定」ボタンを押下すると画像が表示され

ます。 

選択した画像ファイルが日レセサーバーにな

ければマスタ登録時にアップロードされます。 
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１－２０ 帳票 

 

(1)入院カルテの病名対応 

入院カルテに病名編集機能を実装しました。 

 

１．カルテに記載する病名は入退院登録で選択中の入院科と同じ診療科で登録されているものを対象とします。 

２．病名の入外区分が"入院外"で登録されているものは対象外とします。 

３．病名記載をしたくない場合、継続病名のみ対象とする場合の指定は外来カルテ同様にシステム管理の管理

番号1017「患者登録機能情報」のカルテの病名対象の設定に従います。 

４．疑い区分の設定内容に応じて病名に“急性”、“の疑い”を付加しての記載を行います（付加する接頭語、

接尾語が元々の病名に含まれていない場合に限る）。 

 

 

（入力事例） 

患者病名は左のように登録されている

ものとします（入院科は内科とします）。 

① 転帰済みの病名 

② 入院外の病名 

③ 疑い区分の設定がある病名 

④ 入院科（内科）と異なる診療科で登録

されている病名 

⑤ カルテ病名の入力がある病名 
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（１）［1017 患者登録機能情報］のカル

テの病名対象＝“0”（すべての病名）の

場合 

外来病名、異なる診療科の病名は対象外

となります。 

転帰済み病名の記載を行い、該当する転

帰事由に“○”を記載します。死亡、移

行については、中止の右空欄にそれぞれ

“死”、“移”の記載を行った上、“○”

の記載を行います。 

疑い区分に応じて病名に接頭語（急性）、

接尾語（の疑い）を付加します。 

カルテ病名が設定されている場合はカル

テ病名より記載を行います。 
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（２）［1017 患者登録機能情報］のカ

ルテの病名対象＝“1”（継続病名のみ）

の場合 

転帰済みの病名が対象外となります。他

は（１）と同じ内容となります。 

 



日医標準レセプトソフト                                  Version 4.3.0 

ORCA Project                                   システムパッケージリリース情報【機能操作説明】 
Copyright(C)2008 Japan Medical Association.All rights reserved. 

126 

 

（３）［1017 患者登録機能情報］のカ

ルテの病名対象＝“2”（病名記載なし）

の場合 

病名の記載を行わず、頭紙のみ印刷を行

います。 
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１－２１ その他 

 

(1)タイトルバー表示（医療機関名表示） 

医療機関名称をウィンドウタイトルに表示します。 

 

 

接続した日レセサーバーに登録されて

いる医療機関名称がタイトルバーに表

示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数のglclientを異なる日レセサーバ

ーへ接続した例です。 
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(2)クライアント印刷 

glclientのプレビュー画面にプリンタ選択欄と印刷ボタンを追加しました。印刷ボタンを押すことで表示中の

帳票をクライアントマシンに接続された利用可能なプリンタから印刷ができます。 

 

※印刷に使用するプリンタはクライアントマシンに接続されているプリンタとなります。そのためクライアン

トマシンで cups の設定を行う必要があります。また、提出用レセプトを印刷する場合は OCR フォントの設定

が必要となります。 

 

 

１．glclientで(XC01)プレビュー選択画

面など、プレビューを表示する画面を開

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面上部のツールバーのプリンタ選択

欄で印刷に使用するプリンタを選択し

ます。 
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「印刷」ボタンを押下すると選択したプ

リンタを使用して表示中の帳票が印刷

されます。 
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(3)マスタ更新処理の改善 

マスタ更新処理に以下の機能を実装しました。 

 ・処理中止機能 

 ・マスタ更新処理の詳細な進捗状況メッセージの表示 

・更新を行わなかったデータの確認リスト発行機能 

・情報削除を行う場合の２重確認 

 

確認リストは以下の条件に該当する場合に作成されます。 

 ・マスタ更新が追加処理の時、既に登録済みのデータがある場合 

 ・マスタ更新が更新処理の時、更新対象のデータが無い場合 

 ・マスタ更新が削除処理の時、削除対象のデータが無い場合 

 ・ＤＢの更新に失敗した場合 

 

 

１．マスタ更新画面に「処理中止」ボタ

ンを追加しました。処理中止後に再度マ

スタ更新を実行した場合、更新データの

ダウンロードを行った後、中止直後の更

新処理から再開されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．マスタ更新処理の進捗状況をより詳

細に表示するようにしました。 

更新データの取得プロセスでは、更新デ

ータを取得している旨のメッセージを

表示し、さらに取得済みのレコードバー

ジョン数／更新対象のレコードバージ

ョン数の表示を行います。 
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更新処理中は更新中のマスタの名称と

更新対象のレコードバージョンに含ま

れる更新データの件数、更新済みのレコ

ードバージョン数／更新対象のレコー

ドバージョン数の表示を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスタ更新時、更新が行われなかったデ

ータがあった場合は確認リストの印刷

を行うようにしました。 

更新が行われない理由は以下のように

分類されます。 

・マスタ更新が追加処理の時、既に登録

済みのデータがある場合 

・マスタ更新が更新処理の時、更新対象

のデータが無い場合 

・マスタ更新が削除処理の時、削除対象

のデータが無い場合 

・ＤＢの更新に失敗した場合 

確認リストが発行される場合、処理終了

後に実行状況メッセージにその旨の表

示を行います。 

 

 

 

確認リストの発行は再印刷画面より行

います。また、再印刷画面からの戻り先

の画面は業務メニューとなります。 
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確認リストの内容は以下のとおりです。 

 

 

 

 

① 更新を行わなかったマスタの名称 

② 更新を行わなかったデータの属するレコードバージョン番号 

③ マスタ更新を実行した日 

④ マスタ更新処理が更新を行わなかった理由 

 ・マスタ更新が追加処理の時、既に登録済みのデータがある場合 

  →「登録済み」を表示する。 

 ・マスタ更新が更新処理の時、更新対象のデータが無い場合 

  →「更新対象なし」を表示する。 

 ・マスタ更新が削除処理の時、削除対象のデータが無い場合 

  →「削除対象なし」を表示する。 

 ・ＤＢの更新に失敗した場合 

 →「追加（更新または削除）エラー」を表示する。 

⑤ 更新データの内容 

 

 

３．情報削除を行う場合、２重に確認を

行うようにしました。 

１回目の確認（情報削除ボタン押下時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１  

4 

2 3 

5 



日医標準レセプトソフト                                  Version 4.3.0 

ORCA Project                                   システムパッケージリリース情報【機能操作説明】 
Copyright(C)2008 Japan Medical Association.All rights reserved. 

133 

 

２回目の確認 
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(4)glclientと monsiaj の Entry ウィジェットの表示ポジションの修正 

Entry ウィジェットにフォーカスがあたっていない場合は先頭から表示するようにしました。Entry ウィジッ

トに遷移したときには、最後尾にカーソルを移動し、右側を表示するようにしました。 

 

 

フォーカス遷移時の表示の仕方 

フォーカスがあたっていない場合、先頭から表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

フォーカスがあたっている場合、後側から表示します。 

 

 

 

 

 

 

(5)マスタ、パッチの署名対応 

マスタ更新処理、プログラム更新処理で署名の付いた更新データファイルをダウンロードし、orcaプロジェク

トのCA証明書により更新データファイルがorcaプロジェクトにより公式に提供されたものであるか検証を行

うようにしました。 
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(6)バックアップボタン＆cron 設定 

データベースのバックアップを採取する機能を実装しました。また、日レセのオンライン画面から Unix コマ

ンドの定時実行の管理を行えるようにしました。 

 

１．システム管理の管理番号 9600「ＣＲＯＮ設定情報」の標準提供の部分から設定を行います。 

２．DB のダンプは/var/lib/jma-receipt/dbbackup/以下に取ります。 

３．標準では過去 6つの DB のバックアップを取りますが、これは環境設定ファイルの環境変数 

(/etc/jma-receipt/jma-receipt.conf)で変更可能です。ダンプの容量や HDD の空き容量の関係がありま

すので標準のままを推奨します。 

４．排他的で二重起動は許されないが、このスクリプト側で二重起動のチェックは行なわないため呼出側でこ

の事に留意する必要があります。標準の呼出側である Cron 設定情報ではジョブを直列に処理するように

なっているため問題にはなりません。 

５．バックアップ、マスタ更新を行うスクリプトを標準提供します。 

６．ユーザが動作させるスクリプトを設計する場合には主従どちら共で動かしても問題ないように設計してく

ださい。 

７．標準提供のスクリプトは処理名の変更はできません。実行計画のみ変更できます。 

８．入力された実行計画通りにスクリプトが orca ユーザの権限で実行されます。 

９．実行計画の実行結果はスクリプト側で対処する必要があります。失敗した場合であってもこの画面から確

認する事はできません。 

 

 

１．システム管理の管理番号9600「ＣＲ

ＯＮ設定情報」から実行計画を設定しま

す。この例では”現在の時間を調べる

dateコマンドの結果を/tmp/date.txtと

言うファイルに毎時出力する”という

設定を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各設定項目の解説 

・処理名はこの実行計画の名前を登録しま

す。管理のための項目であり、プログラム

の動作に影響はありません。 

実行スクリプトは実際に実行されるスクリ

プトで、Unixコマンドが設定可能です。(環

境変数は保証されませんので、適宜スクリ

プト側で設定してください。) 
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・月 日 曜日 時はこのスクリプトの実

行計画を登録します。最小の粒度は１時

間に１度であり、この例では毎時間実行

します。 

・最後のチェックボックスはこの実行計

画を有効にする場合にチェックを入れ

ます。 

 

 

２．標準提供のスクリプトの実行計画を

設定しています。 

 

この例では下記のように動作します。 

・処理名”マスタ更新”は毎週火曜日の

午前１時に実行されます。 

・処理名”バックアップ”毎日午前２時

に実行されます。 

 

 

 

 

 

 

 

なお、このように設定した場合は、その

日の毎時に実行されますので、注意する

必要があります。 

この例では、毎週月曜日の０時、１時、

２時、３時・・・２２時、２３時の毎時

にスクリプトが実行されます。 

 

３．ＤＢバックアップは以下のように採取されます。 

 

 

 

 

 

 

 

# ls –lh /var/lib/jma-receipt/dbbackup 
--rw------- 1 orca orca 40M 2008-8-21 01:00 orca_db_dump.gz.1 
--rw------- 1 orca orca 40M 2008-8-22 01:00 orca_db_dump.gz.2 
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(7)マスタ更新の自動化ツール提供 

マスタ更新スクリプトをcronで計画的に実行することができるようにしました。また、マスタ更新の結果（成

功・失敗・実行中等）は起動画面である(M00)マスタメニューから確認できるようにしました。 

 

１．システム管理の管理番号9600「ＣＲＯＮ設定情報」の標準提供の部分から設定を行います。 

２．マスタ更新スクリプトは以下の条件下で動作します。 

 ・日レセが起動していること 

 ・主サーバであること 

 （主サーバでの更新の結果が従サーバにリダイレクトされるため、従サーバではスクリプトよりマスタ更新

の実行を行いません。従サーバか否かの判断はＤＢがリダイレクト先であるか否かより行います。） 

 ・マスタ更新処理が実行中でないこと 

３．自動実行したマスタ更新処理の処理状況はマスタ更新画面から確認可能とします。また、この画面より処

理中止を行うことも可能とします。 

４．スクリプトは医療機関番号が"01"の医療機関のマスタについてのみ更新を行うものとします。（グループ

診療については未対応です。） 

 

 

１．システム管理の管理番号9600「ＣＲ

ＯＮ設定情報」から実行計画を設定しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．自動実行したマスタ更新処理の処理

状況はマスタ更新画面から確認可能で

す。また、この画面より処理中止を行う

ことも可能です。 
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３．マスタ更新の結果（成功・失敗・実

行中等）は起動画面である(M00)マスタ

メニューからも確認できます。 
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(8)その他の改善内容１ 

処方せんのカスタマイズプログラムで必要となるテーブル tbl_ptkohftn を orca29.ld と orca11.ld に追

加しました。 

 

 


